
第33回　受講者アンケート

第33回　肝炎医療コーディネーター研修会（オンライン開催） 令和5年　5月　23日

申込者数　34名（出席２３名　欠席１１名）　　　　 会場申込11名（全員出席）Zoom申込23名（11名欠席）　　　　出席率：６８％

演者・司会・コメンテーター　10名

アンケート回答者数　26名（演者等含む）　　回答率 59％

申込者の職業

看護師 16

保健師 6

事務員 4

医療事務 1

医師 2

臨床工学士 3

MR 1

参加者の職業（演者・コメンテーター・司会を除く）

看護師 12

保健師 3

臨床工学技士 3

医師 1

医療事務 1

事務員 1
MR 1
その他 1

肝炎医療コーディネーターですか？
はい 29
いいえ 5

１．開始時間について

18：30でよい 24

19：00からが良い 1
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第33回　受講者アンケート

２．開催時間70分について
ちょうどよい 24
やや長い 2

３．今回の研修会は役に立ちましたか、または役にたちそうですか 

まったくそう思わない 0

そう思わない 0

どちらとも言えない 0

そう思う 14

強くそう思う 12

４．具体的にどのような点が役にたちそうですか

無料検査など

多施設の取り組みが聞けたこと

他の病院の方のお話は参考になります

色々な職種からの意見交換が出来て有用でした。

困っている点が共有できた。

今後やりたいことなど他グループの話を聞きとても参考になりました

今後の院内での活動について参考になりました

検査や治療について、より具体的に伝えられる情報をいただけた。

肝炎コーディネーターから積極的な意見が出た

活動されている先生方の活動概要、現状分析や課題提示

各病院で悩んでいる事がわかったのと、次につなげられるように意見が出されていて良かった。

各施設の状況などが把握できた

皆さんの取り組み方が参考になりました。

コロナ禍で検査の掘り起こしや治療介入がままならない状況ではありますが、他の方々も同じ悩みを

高齢者の治療介入が難しい状況ではありますが、在宅医療が増える昨今でもありますので、
介護者への感染予防にも繋がる事を伝えていければよいなと思いました。

5．次回参加したいですか
はい 26

いいえ 0

6．次回研修会の開催方法について

Zoomが良い 1

Zoomと集合型のハイブ
リッドが良い

18

集合型が良い 4

どちらでも良い 3

持っていると分かった事で、少し安心しました。
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第33回　受講者アンケート

7．よろしければその理由をお聞かせください

いろいろな先生と知り合いになれるので

いろんなコーディネーターの方に対応できる

どちらでも参加できるのがありがたい。

みんなの意見を聞いて無料検査をすすめていきたいと思います

遠方のコーディネーターも参加でき、対面でのディスカッションも可能

会場に足を運べない方も参加できるため

会場参加型だと時間の都合上参加できないことも多いが、ハイブリッドであれば参加できる可能性が広がるから

開催時間に間に合わない場合があります。。

久しぶりに他のコーディネーターの方ともお会いして、改めて対面でお話できて良かった。

現場のリアルな声が聞けるので

参加者が多くなる

仕事が間に合わない場合、Zoom参加ができる為

市外の方も参加でき、多くの話が聞けます。

集合が難しい方も参加ができ、意見が聞けるため。

色んな意見が出やすい

対面の方が話しやすい

都合が良い方で参加できるから

当院から現地に行くには時間がかかるため

8．今後、聞きたい講演や取り上げてほしいテーマ等あれば、自由記述してください。

企画・運営ありがとうございました。

コメディカルとして内科的領域の学習を深めたく参加させていただきました。発表者の意見から課題や考え方を取り入れ
て活かせるよう努める。貴重な機会を得られました、ありがとうございました。

B型肝炎

特になし

投薬治療中の患者さんの日常生活、運動、精神的ケア等をどのように接しているのか教えて頂きたいです。
患者さん目線で考えた時、どのようにしたら、治療後の受診中断を防げるのかな?
と、いつも疑問があります。今は、治療開始時に以前、肝疾患相談センターから頂いた(清家先生監修)パンフレットを患者
さんに見せながら、患者さんの理解度を伺いながら説明しています。他の方々の療養介入方法が知りたいです。

大分県で撲滅の判断をどのように行うかを、そろそろ考えてもよいのではないでしょうか。

助成制度

行政の取り組み等
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